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ＢＡＳＡＲＥの座談会のお知らせ 
～7月豪雨災害から１年、私たちに出来ること～ 

日 時：7月6日（火）19：00～20：30 
 

場 所：飯田公民館 集会室 

 昨年の７月豪雨で飯田地区も甚大な被害を受けました。 

 情報誌『ＢＡＳＡＲＥ』では令和２年７月豪雨にまつわ

る経験談・手記・写真などを九重町内全域から集めてお

り、当時の状況を様々な視点で捉え、記録として残したい

と思っております。 

 飯田地区におきましては、上記のとおり座談会を開催し

ます。ぜひ皆様のお話を聞かせてください。 
※当時の写真やデータがある方は持参して頂けると幸いです。 

  

 

お問合せ先 

飯田公民館   ℡0973-79-2251 

文化センター  ℡0973-76-3888 

【 活 動 紹 介 】 

飯田刺しゅうの会 

講 師：岐部容子さん 

会 員：８名 

平成7年7月1日 設立 

 毎月第1・3火曜日に飯田公民館の和室で活動されています。 

小物から掛け軸まで自分が作りたい作品に取り組めるようです。 

会員のみなさんは熱心に刺しゅうに取り組んでいて、繊細で色鮮

やかな作品の数々は暖かいぬくもりを感じるものでした。 

 刺しゅうに興味がある方はお問い合せください。 

 問い合わせ先：0973-79-2251（飯田公民館） 

 

～飯田公民館の利用についてのお知らせ～ 
 

 飯田公民館はコロナウィルス感染拡大の防止のため、施設利用者の検温・手指消毒を徹底し

たうえで、施設はご利用いただける状況です。（※活動内容によっては利用を控えていただ

いてる団体もございます。） なお施設の予約・利用申請につきましても、順次行っており

ますので、利用予定の方はお問合せください。 

 また、今年度より公民館施設の平日17：00以降および休日の施設管理につきましては、

カットサロンタガワ（ＪＡ大分 飯田高原支店よこ）で行っておりますのでご利用の際はご

注意ください。 

  



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※※※ 

こんにちは 

 

 

 です 
 

 
 
 令和３年度のキャッチフレーズは、  

「女だから、男だから、ではなく、私だから、の時代へ。」です。 

 男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの

個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現するために

は、国や地方公共団体だけでなく、私たち一人ひとりの取り組み

が必要です。私たちのまわりの男女のパートナーシップについ

て、この機会に考えてみませんか？ 

男女共同参画社会とは、男女の立場を対等とし、性別に縛られ

ず、一人ひとりの個性と能力が発揮でき、あらゆる分野で互いに

意見を出し合い喜びや責任を分かち合う社会です。 

私たちも「女らしく」 「男らしく」ではなく、「自分らしく」

「人間らしく」生きることにより、私たちのまちに男女共同参画

社会を実現しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 加盟団体（組織）の紹介 
 
キスゲの会（赤峰智子会長）は、平成５年に

設立された給食ボランティアの組織です。 

◆こんな活動をしています◆ 

飯田地域に住む一人暮らしの高齢者や高齢

者夫婦のみの世帯に対し給食サービスを行う

ことにより、食生活の改善、健康維持・増進、

社会的孤立の解消を図ることを目的にしてい

ます。 

毎月第２・第４火曜日に、飯田ふれあい交流

センター（飯田公民館）に集合して、現在２７

名の方が約７０食の給食サービスを行なって

います。 

運営は、受給者に１食３００円を負担しても

らい、食材費に充当しています。 
 

  
 うれしいことは、受給者の皆さんから「おい

しかったよ」と言ってもらうこと。困っている

のは、約７０食を作っているので、会場が狭く

配膳するのに苦労していること。だそうです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～ 当たり前を当たり前と思わない心 ～ 
 

 千葉の女子中学生が「私の一番の幸せ」と題

する詩を詠んだ。全国紙に掲載されたものだ。 

「毎日笑える事 楽しくすごせる事 あたり

前に思えるけど幸せな事」と彼女はうたう。 

文字の読み書きができること、きれいな水が

飲める生活にも幸福を感じると続く。この詩を

目にした新潟の女性が地元紙に感想を寄せた。 

「『普通の生活』という ことばの ありがたみ

を 毎日感じて感謝しています」「あたりまえの

ことを書いてくれて 気づかせてくれて あり

がとう」。 

当たり前のことに感謝できる。それは「当た

り前を当たり前と思わない心」ともいえる。 

世界に目を転じてみれば、読み書きができな 
 

い１５歳以上の人々は約８億人もいる。安全に

管理された飲み水を使用できない人は２２億

人に上るという。 

文字を使いこなせるようになるまでに、どれ

だけ多くの人の関わりがあったか。安心して水

が飲める社会を支えるために、どれほどの人が

汗しているか。思いを馳せる想像力を失いたく

ない。             （新聞記事より） 

 「我等が心は器の如し」という言葉がありま

す。“心の器”が大きいほど、人の気持ちを受け

取れる。大きい分だけ、喜びも感動もその器の

中にたくさん入る。 

感謝で心を満たせる人は、幸せな人ですね。

私たちもそうありたいものです。 
  




